






研究目的 

前・早期破水が新生児早期の感染症のPredi-sposing である事はよく知られているが、近

年超未熟児出生が予想される前期破水例に対しては'子宮収縮抑制剤等の使用による在胎

期間の延長をはかる事が多く、感染の危険も増加してくる。そこで、今回我々は、前・早

期破水例からの感染症発症の頻度を求めると共に、前期破水例がら出生した超未熟児の新

生児期の予後及び死因の中の感染症の頻度を検討した。また、超未熟児の感染症の早期診

断について、白血球数、好中球数、CRP、血小板数等を用いて検討した。 


